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内藤 英 治 先 生 退 任 記 念 展 に寄 せ て

京都市立芸術大学学長 建畠哲

表現としての大いなる斬新さが工芸の伝統を踏まえた

確かな技量に支えられていること。内藤英治先生の藍型

染の世界の魅力を一言にすれば、そういうことになるでしょ

う。先生の作品はいずれも山岳、雪原、水面、葉叢、木立

ちなどの自然の光景をモチーフにしており、染としては極

めて大胆に絵画的なイメージを取り入れた画面ということ

ができます。しかしそれを可能にしているのは、傑出した

型染の技術に他なりません。

画面に直接絵筆で描くのとは異なって、イメージを一

旦、型紙に移すという間接性と同じ型をすらしながら繰り

返し用いることができるという反復性は、自然のモチーフを

リズムとして捉えるという、独特の効果を先生の作品にも

たらしています。興味深いのは、そうしたプロセスを通じ

て、水面や雪原、あるいは砂原などに見られる紋様が、ど

れも平行四辺形の連なりであるという不思議といえば不思

議な事実が浮かび上がってきていることです。その反復の

パターンにこそ、先生ならではの絵画性と装飾性のふくよ

かな総合が見て取れるように私には思われるのです。

染に見られる優美な紺色のグラデュエーションもまた、

私たちの目を魅惑して上みません。一度全体を浅く染め、

型紙をセットして糊を置いて再度染め、さらに型紙を重ね

て染め直すという作業の繰り返しは、黒に近い濃紺から

透明感のある空色まで、実にニュアンスに富んだ色調の豊

さを印象付けすにはおきません。色は与えるものではなく、

植物からいただくものであるとも先生は語っておられます

が、それを言い換えれば染めるという行為は能動的だが、

色は受動的に自然から得るものであるということになるで

しょう。

2001年から今日まで、11年にわたって本学の染織専攻

の屋台骨を担つてこられた内藤先生は、卓越した工芸家

であると同時に教育者としても学生部長の重責を二期務

められ、また温厚で誠実なお人柄でも、学生や教職員に

慕われておられました。心よりの感謝の念を捧げるととも

に、また今後のますますのご活躍を祈念しております。

ありがとうどざいました。

2012年
1月 6日 (金)-15日 (日 )
午前11時一午後7時帳緻館184つ

京都市立芸術大学ギャラリー

@K⊂∪A
〒604-0052京都市中京区

油小路通御池押油小路町238-1

電話 1075-334-2204

休館日1月曜日(月曜日が祝日の場合、翌火曜日が休館)

くギャラリートーク〉1月 7日 (土)午後3時より

くオープニングレセプション〉1月 7日 (土)午後4時半より

梅崎由起子

北里美絵子

小川久美子

曽根亮子

増田晴香

むらたちひろ
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京都市立芸術大学 染織研究室で非

常勤を含め17年 間教鞭をとり、後進

の指導にあたられた内藤英治教授の

退任記念展を開催いたします。藍によ

る型染を中心に、一線で活躍されてき

たその作|〒:を展示いたします。

それに合わせて、在任期間中に教授の

元で型染を学び、現在活躍している若

手型染作家たちの作品も同時に展示

いたします。

略歴

19461京 都市に生まれる

19731京 都市立芸術大学美術専攻科染織専攻修了
19731夙川学院短期大学美術科非常勤講師、専任
講師を務める(～ 1976)

19751成 安女子 (造形)短期大学意匠 (造形芸術)科

専任講師に着任

助教授、教授となり、教務部長、教学部長を務

める(～ 2001)

個展「内藤英治藍型染展」以降、京都 東京

兵庫 米国等で20回開催

19761第 15回日本現代工芸美術展に「春陽波紋Jを
出品(現代工芸貫|

19781個 展「内藤英治藍型染展J(朝日画廊/京都)
19801第 32回京展に「水鏡」を出品(市長賞|(同82)

19841美 術選抜展に出品、(同 86′ 89′ 9294)

第2回朝日現代クラフト展招待 (阪急百貨店/
大阪)

1985 1 0re9on Schod Art And Craft(USA)型染

講師を務める

19861第 8回 日本新工芸展に「春大山」を出品1会員

賞)(同 96,99)

19911第 1回染 清流展に「焼岳乱雲」等2点を出品

(京都市美術館)、 以降出品

第23回日展に「山容Jを出品1特選,(同 06)

19921第 18回明日をひらく日本新工芸展に「山塊」
を出品1大賞|

19951京都市立芸術大学美術学部非常勤講師を務
める(～ 2001)

19951第47回 京展に「凍田Jを出品1京展賞|
藍が語る創造のプレビュー「蒼美 内藤英治の

世界」(ク ロス10/新潟)
20011京都市立芸術大学美lll学部助教授に着任
20021京都市立芸術大学美術学部教授となる
20031個展「内藤英治型染展J(高島屋京都店)(同

11)

20041第 26回 日本新工芸展に「大樹の気Jを出品
1文部科学大臣賞|

日韓作家交流展「染織の美」展 (弘益大学校現

代美術館/韓国)

前進する工芸 (田辺市立美術館/和歌山)

2007-111京 都市立芸術大学学生部長を務める
20091第 1回祗園祭展に「稚児舞J等 3点を出品(染
清流館/京都)

20111第 43回 日展に「大樹の風Jを出品、審査員を
務める

現在  日展会友、日本新工芸家連盟理事、京都工芸
美術作家協会会員
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0「秘密の場所J増田晴香

②「ひとりの時間」曽根売子

0「co ony早春J北里美絵子

④「uuJむらたちひろ

0「旅の構想～雲のゆくえ～」Jり 1久美子

0「水鏡J梅崎由起子

北里美絵子

私が学生だった頃、制作中

に失敗しては、夜中に先生の

ご自宅までSOS電 話を掛け

ていました。先生はいつもや

さしく、私の失敗に的確なア

ドバイスをくださつたことを思

い出します。今更ですがど迷

惑をおかけしました。そして

ありがとう■ざいました。

001京都市立芸術大学大学院
美術研究科修士課程修了

99,02,041京 展
'入

選|(京都市

美術館)

011世界工芸コンペティション

金沢 (金沢)

041花の美術大賞展 (加西)
051新鋭美術選抜展 (京都市美
術館)

101型染五人展「現るかたちJ
(染 清流館/京都)

小川久美子
Kum ko Ogawa

ど退任おめでとうきさ
｀
います。

内藤 先生 には在学 中、卒業

後を通 じてご指導を頂 き、そ

のお人柄のように温かみのあ

る作 品 か ら、型 染 の魅 力 を

知 りました。制作で迷 った時

はいつ も作 品 を拝 見 し、初

心を思い出しています。今後

の ます ますのご活躍 を心 より

お祈 り中し上げます。

011京都市立芸術大学大学院
美術研究科修士課程修了

991京都市立芸術大学作品展
1市長■)(京都市美術館)

99′ 02′ 04,061京展〈入選,(京
都市美術館)

011京都市立芸術大学作品展
〈大学院市長■)(京都市美術

館)

091イ固展 (石田大成社ホール/京

都)

101型染五人展「現るかたち」
(染 清流館/京都)

曽根亮子
Ryoko Sone

内藤先生、ご退任おめでとう

ござtヽ ます。先生はいつも変

わらす穏やかで温かく、その

お言葉に何度も励まされてき

ました。本当に感謝しており

ます。今後の先生のご健康と

き活躍を心からお祈りいたし

ます。そして、これからも私た

ちを見守つていてください。

071京都市立芸術大学大学院
美術研究科博士課程修了

041京展 (同Ю5`京展貰|)
0フ 1 3rd European Textle and

F ber A● ■ enn a(ラ トビ

ア)

101型染五人展「現るかたちJ
(染 清流館/京都)
111潮音寺コレクションと現代
染色作家展 (染 清流館)

111第 18回 染 清流展 (染 清流
館 )

増田晴香
Haruka Masuda

内藤先 生 には、大学 院での

二年 間、大 変お世 話 にな り

ました。搬 入 前日まで、慌 た

だしく制作をしていた私に先

′11よ り「 気をつけて、頑張 っ

て下 さい」と作 品の横 に、置

き手紙があった事を思い出し

ます。先 生 より学 んだ事 を、

今後の糧 として制作 活 動 に

励みたいと思 っております。

111京 都市立芸術大学大学院

美術研究科修士課程修了

081県展
`大

賞1'知事賞|(兵庫)

091全関西美術展 (入■11三席,
09-111日展 (入選|

101日本新工芸 (近畿展)(新人

奨励賞)

111京都市立芸術大学作品展
(大学院市長菫)

むらたちひろ
Chihiroヽ4urata

高校生の頃、内藤先生が講

演に来らイしたこと力'あ りまし

た。その際、拝見した作品が

とても美しく、豊かな表現に

衝撃を受けたことを鮮明に覚

えています。その後6年 間、

いつも親身になってこ・指導い

ただいたこと、大変幸せに思

tヽ ます。これからも先生の作

品にお日にかかれることを楽

しみにしています。

111京都市立芸術大学大学院
美術研究科修士課程修了

101京都府立医科大学附属病
院でのアートプロジェクトに

参加

111グループ展「LOVE THE
MATER AL X J(Pt ppers

Ga‖ ery/東京)

111グループ展「オープンス
ペースJ(Go‖ e「yOに

PrOleCt/京都)
111京都市立芸術大学作品展
(京都市美術館)

梅崎由起子
Ytlkko Umezak

私は先生の藍染めの授 業が

大好 きでした。藍の魅力を言i

り教えて下 さつた事を昨 日の

ように覚 えてお ります。藍 染

めは経験 や勘 に頼 る事 が多

い仕 事 です。作 品を作 るに

あたり私達をいつも助 け、見

守 り育ててくださった事 に感

謝いたします。

991京都市立芸術大学大学院
美術研究科修士課程修了

071「水むす.ぶ展」(スバイラ
ル/東京青山)
08 「風の音なついろ展」(く らし
の工芸/日 本橋高島屋)

101「染と織―藍 木綿 J春季企

画展 (葛城市歴史博物館/
奈良)

101型 染五人展「現るかたち」

(染 清流館/京都)
111京 の伝統工芸 知 美 技
藍染め技術指導 wo「 k

shop(京 町屋
「
こにぎJ/京

都)

@K⊂∪A
地下鉄「二条城前J駅 〈2番出□〉徒歩約 3分
市バス「堀川御池Jバス停下車すぐ

京都市中京区油小路通御池押,由小路町2381
〒604 0052 htp′ /vνvvw kCua acip/galに ry/

お問合わせ   教務学生支援室事業推進担当
te1 075‐ 334-2204
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